
様式１（小・中）

【小学校・中学校・義務教育学校用】

令和６年度学校評価 結果・学校関係者評価

中間評価 ５　最終評価

（１）共通評価項目

学校関係者評価

評価項目 取組内容 成果指標
（数値目標）

進捗度
（評価）

進捗状況と見通し
達成度
（評価）

実施結果 評価

〇全職員による共通理解と共通実践
  ・授業力向上を目指した改善

○校内研究を通して授業力が向上し
た教師８０％以上

・各学年部で授業公開を行い、研究
会を通して授業力の見直し・改善を行
う。

A

・校内研究を通して、自分の授業力が向上し
たと回答した職員９６％。
・２学期以降は「聴いて考えてつなげる」授業
の公開を各グループで行い、さらに授業力
向上を目指す。

A

・校内研究を通して、自分の授業力が向上し
たと回答した職員が９６％。中間評価から変
化はなかった。
・授業参観週間を設けたことによって、授業力
向上に繋がった。

A 知育成部

○児童が主体的に学ぶ授業の実践 ○「友達との対話的な学習を通して、
自分の考えを深めたり広げたりするこ
とができていると思う」と回答した児童
８０％以上
○「学習に対して粘り強く取り組むこと
ができた」と回答した児童８０％以上

・校内研究の「聴き方・話し方」のス
テップ表を活用しながら対話的な授業
づくりに取り組む。
・「学びのプラン」を活用し、自己の学
びを振り返る場や調整する場を設定
する。

A

・「授業では、学習課題やめあてに対して粘
り強く取り組むことができた」と回答した児童
９０％。
・「友達と考えを伝え合う活動を通して、自分
の考えを深めたり広げたりすることができた」
と回答した児童８９％。
・今後も学びのプランを計画的に活用し、自
己の学びを振り返る場や調整する場を設定
する。

A

・「授業では、学習課題やめあてに対して粘り
強く取り組むことができた」と回答した児童９
１％。
・「友達と考えを伝え合う活動を通して、自分
の考えを深めたり広げたりすることができた」
と回答した児童９０％。
・学びのプランを計画的に活用し、自己の学
びを振り返る場や調整する場の設定によって
以上の結果となった。

A 知育成部

●児童生徒が、自他の生命を尊重す
る心、他者への思いやりや社会性、倫
理観や正義感、感動する心など、豊か
な心を身に付ける教育活動

〇「クラスの仲間の誰かが失敗した
り、困ったりしているときに、声を掛け
たり助けたりすることができる」と回答
する児童９０％以上

・子ども理解を基盤とした人的環境の
ユニバーサルデザインを意識した学
級づくりを行う。
・縦割り活動での異学年交流や学級・
学校全体でのぽかぽか貯金の取組を
行う。

B

・「クラスの友達の誰かが失敗したり、困った
りした時に声を掛けたり助けたりすることが
できた」と回答した児童８９％。
・学校全体で行っている「ぽかぽか貯金」や
縦割り活動での関わりを通して、互いに認め
合う気持ちを今後も育てていく。

A

・「ぽかぽか言葉を使うなど思いやりのある声
かけができた」と回答した児童９２％。
・「クラスの友達の誰かが失敗したり、困ったり
した時に声を掛けたり助けたりすることができ
た」と回答した児童は、８９％と大きな変化は
なかった。来年度以降も、学校全体で行って
いる「ぽかぽか貯金」や縦割り活動を継続し、
互いに認め合う気持ちを育てていきたい。

A 心育成部

●いじめの早期発見、早期対応に向
けた取組の充実

〇「いじめ防止等について組織的対応
ができている」と回答した職員９０％以
上
〇「学校が楽しい」と回答する児童９
０％以上

・いじめアンケートやほのぼのアン
ケート、教育相談月間の取組を実施
し、いじめの早期発見に努める。
・職員会議や連絡会で児童情報を共
有し、共通理解のもとに組織で対応
する。
・年２回のＱＵテスト及び研修会を実
施する。

A

・「いじめ防止等について組織的対応ができ
ている」と回答した職員１００％。
・今後もアンケートや教育相談の取組をもと
に、情報共有を図りながら、組織的な対応を
行い、いじめの未然防止や早期対応に努め
る。
・「学校が楽しい」と回答した児童９４％。２学
期にQUテストを実施予定。結果分析を学級
経営に生かしていく。

A

・「いじめ防止等について組織的対応ができて
いる」と回答した職員は、１００％であった。ア
ンケートや教育相談に加え、職員連絡会の後
に行われる生徒指導連絡会で情報を共有し、
共通理解のもと対応ができた。
・「学校が楽しい」と回答した児童は９７％と上
昇した。児童が安心して学校生活を送ること
ができるような居場所づくりを今後も行ってい
きたい。

A
心育成部
体育成部

●◎児童生徒が夢や目標を持ち、そ
の実現に向けて意欲的に取り組もうと
するための教育活動。

●「先生はあなたのよいところを認め
てくれていると思う」と回答した児童９
０％以上
●◎「将来の夢や目標をもっている」
について肯定的な回答をした児童
90％以上

・未来を切り拓いていくための資質・
能力を育む授業づくりに関する校内
研修の実施。
・教育活動全体を通して、自己肯定感
を高め、児童の自主性を生かす活動
を仕組む。

A

・「先生はあなたの良いところを認めてくれて
いると思う」と回答した児童９１％。
・「将来の夢や目標をもっている」について肯
定的な回答をした児童９１％。
・今後も児童のよさを認め、職員一人一人が
褒めることを意識して関わっていく。

A

・「先生はあなたの良いところを認めてくれて
いると思う」と回答した児童は、９１％と大きな
変化はなかった。
・「将来の夢や目標をもっている」について肯
定的な回答をした児童は、９５％と上昇した。 A

心育成部
知育成部

中間評価 ５　最終評価
〇運動習慣の改善や定着化 ●授業以外で運動やスポーツなど体

を動かす時間を１週間で４２０分以上
の児童８０％以上

・半期に一度、スポーツフェスタを催
し、朝や２０分休み、昼休みに外で運
動する機会を増やす。
・職員も昼休みの遊びに関わり、学級
で外で遊ぶ雰囲気を作る。

B

・「授業以外で１日１時間以上運動することが
できた」と回答した児童８２％。学級で外遊び
の機会を取り入れた結果である。
・２学期以降、運動委員主体でスポーツフェ
スタを実施予定。

B

・「授業以外で１日１時間以上運動することが
できた」と回答した児童７５％と低下した。残暑
が長いことや冬の寒さが厳しいことが要因と
考えられる。
・スポーツフェスタを実施し、工夫して全員が
体を動かせる運動に取り組んだ。 B 体育成部

○歯科保健の充実 ○「1日3回以上歯みがきをしている」と
回答する児童８５％以上

・給食後の歯みがきタイムを全校で実
施する。
・歯と口の健康に関する保健だよりや
掲示物を作成し、児童と保護者が歯
科保健の知識を増やす手立てを行
う。

A

・「1日に3回以上歯みがきをしている」と回答
した児童８５％。
・全学年に健康診断の際、歯科衛生士と学
校歯科医から講話をしてもらう。３年生でブ
ラッシング指導、４年生で歯みがき大会を実
施。
・２学期以降も３回の健康タイムで歯みがき
についての関心を高める。

A

・「1日に3回以上歯みがきをすることができて
いる。」と回答した児童８７％と上昇した。しか
し、保護者回答では７５％と回答に開きが見ら
れた。家庭でも歯みがきをしていけるよう、引
き続き歯みがき指導を組み込んでいき、児
童・保護者の両方が歯みがきへの関心が高
まるよう継続した指導を行っていく必要があ
る。

A 体育成部

●業務効率化の推進と時間外在校等
時間の削減

●教育委員会規則に掲げる時間外在
校等時間の上限を遵守する。

・定時退勤日の設定
・超過勤務時間が月45時間、年間360
時間を超えないよう月ごとに集計結
果を回覧で知らせ、啓発する。 B

・業務の効率化は進んできていると回答した
職員７７％。
・夏季休業中に、教職員が休暇を取得しや
すい環境を整備した。 A

・業務の効率化は進んできていると回答した
職員８１％。
・電話対応の縮減や冬季休業中は教職員が
休暇を取得しやすい環境を整備した。 B 教務部

○タイムマネジメント・タスクマネジメン
ト能力の向上

○月の時間外在校等時間が４５時間
を超える職員の割合３０％以下

・仕事に優先順位をつけ、ゴールを決
めて、計画的に効率よく取り組む。
・限られた時間でいい仕事をするとい
う教員の意識向上を図る。 A

・月の時間外在校等時間が４５時間を超える
職員の割合１７％。
・タイムマネジメントを意識して業務に取り組
むことができたと回答した職員９５％。 A

・月の時間外在校等時間が45時間を超える職
員の割合９％。
・タイムマネジメントを意識して業務に取り組
むことができたと回答した職員９５％。 A 教務部

●特別支援教育の
充実

○特別支援教育に関する教員の専門
性と意識の向上

〇「支援を要する児童のニーズに応じ
た取組を行った」と回答した教員９０％
以上

・特別支援に関する研修会の実施
・年５回の子ども支援会議とケース会
議の実施、情報共有を図る。

A

・支援を要する児童のニーズに応じた取組を
行ったと回答した職員１００％。今後も支援
会議等で共有した情報を児童支援に生かし
ていく。

A

・支援を要する児童のニーズに応じた取組を
行ったと回答した職員は、１００％であった。ど
の職員も児童に寄り添った取組を意識してい
ることが伺える。

A 心育成部

（２）本年度重点的に取り組む独自評価項目

評価項目 重点取組内容 成果指標
（数値目標）

進捗度
（評価）

進捗状況と見通し
達成度
（評価）

実施結果
評
価

意見や提言

○地域との連携の
充実

○家庭・地域との連携・協働を強める
学校づくり

○地域行事への参加を促進し、「地域
の行事に進んで参加した」と回答した
児童８０％以上

・地域と連携を取り、「むつみ会」「ゴジ
ラの会」「地域子ども教室」等の活用
を拡大する。
・放送や学校便り、ホームページ等
で、保護者や児童に地域行事を周知
し、積極的な参加を促す。

B

・「地域行事に進んで参加した」と回答した児
童６７％。
・「地域子ども教室」等について学校で広報
活動を行い、児童の積極的な参加を促して
いく。

B

・「地域行事に進んで参加した」と回答した児
童６８％。
・放送や学校便り、ホームページ等で保護者
や児童に地域行事を周知し、広報活動を行い
ながら、児童の参加意欲を高める必要があ
る。

B 教務部

●･･･県共通　○･･･学校独自　◎･･･志を高める教育

・今後とも地域各種団体との連携をとってもらいたい。
・地域活動に大変協力的でうまく連携がとれていると思う。今後、トップが代わっても、この連携を変えることなく、助け合っていければと期待している。
・「職場」が「地域活動」をどう位置付けるのか、その位置付けが職場によって異なる。それが当たり前に捉えられているように思う。「職場」を含む社会全体が「地域活動」を重視する流れを作っていく。その中での学校の地域連携となることが必要に思う。そ
の流れを作っててかないと、「何でも学校」が加速されてしまうように思う。
・本年度はバルナーズと若楠小児童がマンホールの共同作業が完成し、地域と共に素晴らしいプレゼントになった。若楠地域のスポーツ大会やほんげんぎょう、文化祭と素晴らしい共同作業できていると思う。
・若楠校区は昔から地域とのつながりも深く、今後も行事等に取り組んでいただきたい。
・子供たちが大人になって「ふるさと若楠」を大事に思えるように引き続き、地域の一員として活動していきたい。
・地域子ども教室など地域の方が様々な遊びを考えてしてくれているが、低学年の参加が多いような気がする。高学年の子供たちにも参加してもらえるようにもう少し工夫が必要だと思う。
・若干であるが伸びが見られたことは、良い傾向であったとプラスに捉える。総合学習で、児童にどうやったら地域活動にみんなの参加が増えるのか？をテーマに考えさせるのも面白いかもしれない。地域運営側として引き続き、こちらができることをを模索
していき、成果目標の達成を目指していきたい。
・日々の子供たちの忙しさも理解できるが、今後も積極的に地域活動に参加し、つながりの大切さを実感してもらいたい。大人側からも活動についてアプローチする必要がある。
・学校と地域の更なる連携強化を図り、地域における活動への参加の再構築を図ることが必要だろう（教職員に負担がかからない方法で）。

・運動習慣を身に付けるのは難しい課題だが、子供の将来のために継続的に取り組んでもらいたい。
・若楠の子供は外で遊ぶのが好きな子が多いと思う。体育以外で遊びによって体を動かし、体力をつけることで、運動能力が向上し、免疫力の向上にもつながると思う。
・運動すなわち身体活動と心の好・不調はつながっていると思う。このつながり具合には個人差がある。この個人差には身体活動に伴う感情が関係していると思われる。身体活動の意義を児童がどう位置付けているのかを測る指標が作成できたらと思う。
・授業以外で１時間以上の運動は出来そうで大変。先日の寒い日の休み時間は運動場で子供たちが元気いっぱいに遊んでいた。
・国スポ等、学校の近くで開催され、多くの経験ができたのではないか。
・授業・学校行事として行う運動やスポーツの時間はどのように推移しているか。学校外と合わせ全体の運動時間がどのようになっているかを把握しておくのも大事。
・最近子供たちはゲームで遊ぶことが多く、外で遊ばない子が多いと思う。気温にもよるが、外で遊べるような環境づくりも大切。公民館横の広場でもボール遊びができないか。
・授業以外で１日１時間以上運動することができたの回答低下は、気候の問題もあるので、空調等のハード整備の必要性はあると感じるが、学校でのスポーツフェスタのような仕掛けのアイデアは以後も必要であろう。
・中間評価より低下したのは残念だが、要因から考えると納得できる。今後の課題として対策を考える必要がある。

・子供たち自身も気を付けているように思うし、保護者の予防歯科に対する考えも前向きな方が多いと感じる。
・歯は健康の元。一日３回以上の歯磨きは進んでやってほしい。頑張ってください。
・自分の息子たちは、小学校で指導頂いた手鏡を持っての歯磨きが習慣化している。保護者への情報発信が必要だと感じる。
・保護者と子供たちの回答が違うが、家でも歯みがきは親が子供に指導していき、きちんと歯みがきの大切さを家庭と学校の両方で教えていけばいいと思う。
・もう少し高い数値だと思っていたが、１日３回きちんと行うことの意識を高める必要がある。虫歯率とどの程度関係しているのか気になるところである。
・歯磨き指導についての意識を強化するため、家庭、保護者との更なる連携強化が望まれる。

・教員の絶対的な業務量削減のための対策を講じてもらいたい。
・下校時刻を早くすることで、先生方が早く事務仕事に取り組めるようになったと思う。しかし、まだまだ先生方の抱える仕事は多いと思う。定時退勤を目指して、効率化を進めてほしい。
・忙しい先生方がどうか定時退勤に少しでも努力し実施してほしい。少しずつ進展しているようで嬉しい。
・業務効率化９５％以上を目指してもらいたい。
・人員の補充が効果的だと思うが、諸事象あるかと思う。業務効率化の取組例について情報共有をお願いしたい。
・業務は減っているわけではないから、先生方の努力が数値からもよくわかる。成果は上がっているが、無理のない働き方で体調を崩さないよう今後も取り組んでもらいたい。

・子供、保護者関係で急なトラブルなどが多く、思うように仕事が進まない日も多いと思う。その中でも、きちんと仕事内容に優先順位を付けてされていると思う。
・タイムマネジメントを意識しての努力で９５％は前進。もう一歩は頑張ってほしい。
・４５時間が９％だが、６０時間の職員はいるのか。
・タイムマネジメント・タスクマネジメント能力の向上に向けて、内部／外部講習などの機会はあるのか。個人の意識向上以外にも一般タスク管理に活用できるツールもあるのかなと思う。
・先生方の意識向上が定着し、実を結んでいる。日頃から効率化が上手く進み、時間を有効活用されているように思う。
・働き方に関する教職員自身の意識向上が確認できた。

・若楠小の特別支援教育はすばらしいと感じる。特別支援児童も一人一人対応を変えねばならず大変だと思う。その中でも、対応力に優れていると思う。
・同じ個性の児童は一人もいないと思う。その一人に合った教育は本当に素晴らしい。成功である。
・若楠小学校は周辺の学校と比較して、特別支援教育に熱心なところが良いと思う。
・特別支援教室での授業を参観したが、一人一人に寄り添って授業されていた。アンケートにもその結果が示していると思う。
・児童に寄り添った取組がこの結果となり、すばらしいと思う。忙しい中に先生方の相互努力、協力関係ができていると思う。
・児童の実態に応じた取組及び意識の高さが窺えた。

５　総合評価・

　　次年度への展望

・学校運営協議会において今年度の学校教育について評価をお願いしたところ、８項目において、「Ａ十分達成できている」の評価をいただいた。これらは全職員で取り組んだ成果だと考える。更に質の高い学校教育を目指して、学力の向上、心の教育、特別支援教育の充実には継続して取り組み、運動習慣の改善、業務改善、地域との連携については、学校運営協議会からの意見や助言等も参考にしながら、対策を講じながら十分達成を目指していく。
・今後も「学びのプラン」の活用を継続しながら資質・能力の育成を明確化し、「あたたかい聴き方やさしい話し方」を基盤とした子ども主体の授業や授業研究を推進していく。
・ユニバーサルデザインを基盤にしたあたたかい集団づくりを行い、教師が児童一人一人のよさを認め、成長へとつながる生徒指導を目指す。
・コミュニティ・スクールとして、学校運営協議会を軸として地域との協働を深めつつ、学校運営及び教育活動を更に推進していく。

達成度（評価）
 Ａ：十分達成できている
 Ｂ：おおむね達成できている
 Ｃ：やや不十分である
 Ｄ：不十分である

主な担当者重点取組
具体的取組

中間評価 最終評価 学校関係者評価

１　前年度

　　評価結果の概要

・学校運営協議会において学校教育について評価をお願いしたところ、１１項目すべてにおいて、「Ａ十分達成できている」の評価をいただいた。また、児童・保護者のアンケート結果からも取り組みの成果が数値として見られた。

　これらは全職員で取り組んだ成果だと考える。次年度は、更に質の高い学校教育を目指して、授業力の向上、いじめ防止、運動習慣の改善、地域との連携について、学校運営協議会からの意見や助言等をいただきながら、継続的に取り組む必要があると考える。

・児童が主体的に学ぶ授業づくりを目指して研究を推進していく。

・特別支援教育と人権・同和教育を柱として児童の心を育んでいく。

・コミュニティ・スクールとして、学校運営協議会を中心に地域との協働を深めつつ、学校運営及び教育活動を更に推進していく。

２　学校教育目標
「夢をもち、明るく笑顔で生き生きとチャレンジする児童の育成」

　　～たくましく　ゆたかに　ひびけ　われら若楠～

３　本年度の重点目標

①児童が主体的に学ぶ授業づくりを目指し、研究を推進する

②特別支援教育と人権・同和教育を柱として、児童の心を育む

③コミュニティ・スクールとして、学校運営協議会を中心に地域との協働を深める

学校名 佐賀市立若楠小学校

４　重点取組内容・成果指標

重点取組
具体的取組

●業務改善・教職員
の働き方改革の推
進

●心の教育

●健康・体つくり

主な担当者中間評価 最終評価

●学力の向上

４　重点取組内容・成果指標

・先生方も日々努力されていて、授業力が向上していると子供たちを通して感じられる。授業参観週間も１日では仕事を休めない保護者が日程に幅をもたせることで参観することができ、よかったと思う。
・教師自身が学力向上目標に対して着実に指導力がアップされていることはすばらしい。
・授業力の向上による変化や成果はどんなところだろうか。
・授業参観週間の設定は、職員の授業力向上だけでなく、家庭（保護者）への学校授業への理解にもつながる良い取組だと思う。
・校内研究を通して実感された先生方の９６％という高い回答率より成果をあげていると感じた。
・授業力の向上に向けた校内研究会における授業内容の検討及び授業公開・参観を実施することで、その実践内容の検証が行われていることが高く評価できる。

・子供たちの学びの向上を宿題をする姿から見ることができる。１年生も自学をしていて、それぞれが自分でテーマを考えて自主的に取り組んでいるのを見ると、頼もしく感じた。高学年になるとタブレットを利用した自学など学びの種類も広がっているよう
だ。
・児童も学力向上の課題に向かって粘り強く努力して取り組んでいる。
・友達と共に学ぶことで、やる気が増えていくと思う。
・授業参観に出席させてもらったが、友達が発言中はその友達の方向に体を向けて聴く姿勢は大変良いと思う。
・学びのプランの活用が子供たちの学習意欲の向上に上手く結び付き、学習内容を理解し自分自身で積極的に学ぼうとする姿が回答結果から伝わってくる。
・９１％の児童が粘り強い学習に対する自己評価をしているという結果は、校内研究と授業公開の成果とのつながりが深い。学びのプランの活用をさらに充実させてほしい。

意見や提言

・多くの子供たちは相手を思いやったり、声をかけたり、自分を大切にしたりする気持ちが学年が上がるごとに身に付いていると思う。しかし、一部の子供たちの気になる言動が「あおる」「中指を立てる」「死ね」などの暴言を何も考えず行い、反省もしないこ
と。根気よく話をしていくしかないと思う。
・成果目標について。「他者のために」と同時に「自分のために」、自分のことを尊重できていることを測る指標が欲しいと思った。
・いじめは人を思いやる心が弱くなったところから起こると思う。仲間を思いやることができた児童８９％はほめたい。
・縦割り活動では１～６年生のつながりを大切にしてほしい。
・学校活動外での子供たちの様子を見たときに、家庭・地域の子供たちとの関わり方が重要で、学校側との連携が必要と感じた。また、教師と児童の関係だけにととまらず、教職員の間での認め合いや褒め合う活動の推進が、児童にたいしても良い影響を
与えるかもしれない。
・若楠小の子供たちは優しい子がとても多いと思う。助けたりできたという子が８９％いるが、それ以外の子供たちが実行できるととても良い学校になる。みんなが優しい子になれるようにこれからも指導を頑張ってほしい。
・数値目標には届かないが、学校以外の場でも友達が困っていると声をかけている様子を目にする。
・学校全体での活動「ぽかぽか貯金」「縦割り活動」の実施を通して、他者を思いやる心が培われていることが窺える。これらの活動を通して、自己理解を深めていってほしい。
・この取組は、ぜひ１００％を目標にしてほしい。勉強、運動より一番大事なことはこの取組だと考える。

・今後も隠れいじめをなくすよう、早期発見・早期対応に努めてもらいたい。
・子供の訴えかけに対する先生方の対応の早さを感じた。子供たちの話をよく聞いて、客観的に判断し、解決していこうとする姿を見て頭が下がる。
・いじめは絶対なくそうと学校全体が固く決めたところからいじめはすでに防いでいると思う。いじめは絶対悪である。
・学校が楽しいと回答していない３％への対応はどうなっているのだろう。
・中間評価から学校が楽しいと感じる児童数が上昇したのは、学校側の諸活動の腸り物と思う。
・子供たちが楽しいと思える学校づくりができていて良いと思う。これからも子供たち一人一人を先生たちみんなで見守っていけると、子供たちも安心して学校に通うことができると思う。
・「学校が楽しい」と回答した子が９７％はすばらしいと思う。３％の子供たちのために引き続き、学校全体での対応努力を行ってもらいたい。
・組織的対応に対する職員評価が１００％であることからも、取組の充実が窺える。今後も継続してほしい。

・具体的な夢や目標はまだなくても、自分が何を好きなのか、得意なのかをわかって、積極的に取り組んでいる姿をを見かける。そういう日々の努力が夢や目標につながればいいと思う。
・児童は、教師の自分への熱いまなざしや思いやる心を必ず受け止めてくれると思う。
・今の子供たちの将来の夢や目標はどんなことだろう。
・私自身が今の生活や将来に対して肯定的な表現を意識して、子供たちと関わり合えるように努めたい。
・大好きな先生たちから認めてもらうと子供たちは一生懸命頑張るので、これからも続けていってほしい。
・先生方の子供たちへの接し方によって大きく影響が出てくることなので、日常会話や指導を大切にされて、子供たちの心の成長を促しているのだと思う。
・先生が認められていると実感している児童、将来の夢や目標への高い意識を持つ児童が９割と高い。１割の児童の思いが気になるところである。


